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全
国
的
に
も
珍
し
い
口
腔・顔
面
の

痛
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
セ
ン
タ
ー

麻
酔
科
で
手
術
麻
酔
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
緩
和
医
療
、
救
急
・
集
中
治

療
な
ど
様
々
な
こ
と
を
手
が
け
て
き
た

と
い
う
川
人
先
生
。

昨
年
8
月
に
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究

部 

歯
科
麻
酔
科
学
分
野 

教
授
に
就
任

後
、
今
年
4
月
か
ら
徳
島
大
学
病
院
長

補
佐
と
し
て
医
科
歯
科
連
携
に
一
層
力

を
入
れ
、
8
月
に
『
徳
島
大
学
病
院
痛

み
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

「
例
え
ば
非
定
型
顔
面
痛
や
三
叉
神

経
痛
な
ど
に
加
え
、
実
際
に
歯
は
悪
く

な
い
の
に
歯
が
痛
い〝
非
歯
原
性
歯
痛
〞

と
い
わ
れ
る
痛
み
の
治
療
は
非
常
に
難

し
い
の
で
す
が
、
徳
島
大
学
歯
学
部
に

は
日
本
口
腔
顔
面
痛
学
会
の
理
事
長
を

務
め
る
松
香
芳
三
教
授
を
筆
頭
に
多
く

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
方
が
在
籍
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
国
で
唯
一
歯
学
部
を

有
す
る
徳
島
大
学
の
強
み
を
生
か
し
、

協
力
し
て
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」。

擦
り
傷
、
刺
し
傷
、
火
傷
な
ど
の
急

性
の
痛
み
は
鎮
痛
薬
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
神

経
の
痛
み
や
心
理
的
・
社
会
的
要
因
な

ど
が
絡
ん
だ
痛
み
、
時
間
が
経
っ
て
治

り
に
く
く
な
っ
た
慢
性
疼
痛
な
ど
は
、

が
、
最
近
で
は
麻
酔
薬
が
狭
心
症
な

ど
の
治
療
に
も
有
効
な
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「
麻
酔
薬
に
は
各
種
臓
器
の
保
護
作

用
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
や
血
管
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
し
て
、
更
に
保
護

的
な
役
割
も
果
た
す
と
い
っ
た
効
果

も
わ
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
う

し
た
良
い
作
用
に
も
注
目
し
て
も
ら

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

川
人
先
生
は
以
前
か
ら
循
環
系
、

特
に
血
管
の
薬
理
学
や
生
理
学
を
研

年
は
ワ
ー
ス
ト
5
位
と
依
然
、
糖
尿
病

死
亡
率
の
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
私
の
も
う
一
つ
の
専
門
は
体
外
循

環
・
人
工
臓
器
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
話

題
と
な
っ
た
E
C
M
O
（
人
工
肺
と
ポ

ン
プ
を
用
い
た
体
外
循
環
回
路
に
よ
る
治

療
）
な
ど
、
呼
吸
・
循
環
・
代
謝
な
ど

を
補
助
す
る
機
器
に
も
興
味
を
も
っ
て

い
て
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
診
断
と
治

療
に
使
う
人
工
膵
臓
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

人
工
膵
臓
は
、
血
糖
値
を
連
続
モ
ニ

タ
ー
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ

ン
と
グ
ル
コ
ー
ス
が
自
動
注
入
さ
れ

て
、血
糖
値
を
全
自
動
で
補
正
し
ま
す
。

手
術
中
と
手
術
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
使

い
ま
す
。
徳
島
県
は
糖
尿
病
の
患
者
さ

ん
が
非
常
に
多
い
の
で
、
こ
の
分
野
の

研
究
を
さ
ら
に
進
め
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
の
予
後
改
善
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

た
ら
、
と
思
い
ま
す
」。

専
門
性
を
い
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
医
療
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
川
人

先
生
。
11
月
に
は
『
麻
酔
科
医
の
た
め

の
体
外
循
環
の
知
識
（
克
誠
堂
出
版
）』

を
上
梓
さ
れ
る
そ
う
な
の
で
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

精
神
科
、
神
経
科
、
理
学
療
法
士
、
臨

床
心
理
士
等
、
多
職
種
で
連
携
し
て
集

学
的
に
治
療
を
行
う
の
だ
と
か
。

口
腔
・
顔
面
の
痛
み
に
も
専
門
的
に

対
応
で
き
る
痛
み
セ
ン
タ
ー
は
全
国
的

に
珍
し
く
、期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

麻
酔
の
効
用
に
着
目
し
た

基
礎
研
究
に
も
注
力

一
般
的
に
麻
酔
と
聞
く
と
、
な
ん

と
な
く
恐
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

究
し
て
い
て
、「
血
管
平
滑
筋
や
内
皮

細
胞
に
麻
酔
薬
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
」
と
い
っ
た
研
究
も
行
っ

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
今
後
は
歯
周

病
と
酸
化
ス
ト
レ
ス
・
細
胞
骨
格
制

御
、
血
管
機
能
障
害
と
腸
内
環
境
の

関
係
な
ど
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
。
現
在
、
医
局
は
8
名
。

大
学
院
生
な
ど
若
い
先
生
を
中
心
に

臨
床
研
究
に
加
え
、
基
礎
研
究
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。

最
先
端
研
究
探
訪
［
取
材
］

病院 病院長補佐（医歯連携担当）   

川人 伸次  （かわひと  しんじ）

医科歯科連携で、待望の「痛みセンター」開設
徳島に根を張り、地域医療に貢献する

臨
床
研
究
は
血
糖
値
連
続

モ
ニ
タ
リ
ン
グ・コ
ン
ト
ロ
ー
ル

シ
ス
テ
ム（
人
工
膵
臓
）を
使
っ
た

周
術
期
の
強
化
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
も

川
人
先
生
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
徳
島

県
。「
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
2
年
間
以

外
は
、ほ
ぼ
ず
っ
と
徳
島
で
す
」
と
い
い
、

徳
島
に
貢
献
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
…

と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
糖
尿
病

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

徳
島
県
は
平
成
5
年
〜
平
成
18
年
の

14
年
連
続
で
「
糖
尿
病
死
亡
率
全
国

ワ
ー
ス
ト
1
位
」
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
、
県
医
師
会
と
共

同
で
「
糖
尿
病
緊
急
事
態
宣
言
」
を

行
い
、注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
直
近
の
デ
ー
タ
を
み
て
も
令
和

元
年
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
、
令
和
2

徳島大学病院痛みセンター：
https://www.tokushima-hosp.jp/department/circulatory_
center.html?view=1&rank_code=center&belong_
code=c66 痛みセンターの多職種連携図

若手3人（左から）髙田真里菜さん、篠島理さん、西川美佳さん

医局員の集合写真（一人欠席で7名）

ラット大動脈血管平滑筋の張力測定実験

臨床研究の図、人工膵臓のコンセプト

基礎研究の図（ニューロン（神経細胞）、アストロサイト（星状膠細胞）、血管
平滑筋細胞から成る神経ー血管カップリング）


